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平成24年度 環境に関する市民意識調査【結果概要】 
 

環境問題に対する関心・情報収集について――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜の環境が「良い」という回答が昨年度に引き続き、４割を超えています。

また、「環境の保全を優先」という回答が7 割程度となっており、環境に対する市

民の意識の高さが伺えます。 

環境に関する情報を得る手段としては、「新聞、公共機関の広報誌・パンフレッ

ト」は年齢が高い世代ほど多く、「ブログやツイッターなどのソーシャルメディア」

は年齢が低い世代ほど多い傾向があります。また、年齢が低い世代ほど環境に関

する情報を得ていない傾向があり、情報発信の際は各世代に適した工夫が必要で

す。 

（Q１）横浜の環境の現状について、どのように感じていますか？ 

（Q８）環境の保全と生活の便利さ・快適さの優先度は？ 

良い 

41%（昨年度44％） 

悪い 

11%（昨年度14％） 

環境の保全を優先 

67%（昨年度70％） 

生活の便利さ・快適さを優先 

33%（昨年度30％） 

5.8 良好 35.4 ふつう 48.1 悪い 9.8 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
かなり良好 かなり悪い

9.3 57.4 30.7 2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境保全を優先すべき

環境保全を優先しつつ、

生活の便利さ・快適さも

ある程度配慮したい

生活の便利さ・快適さを

優先しつつ、環境保全に

もある程度配慮したい 便利で快適な生活を優先すべき

● 横浜の環境ついて、「かなり良好、良好」が41％。「ふつう」が48％。「悪い、かなり 

悪い」が11％。 

● 「環境の保全を優先」が67％。 
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（Q15）横浜市が環境に関する情報をツイッターで発信していることを知っていますか？ 

（Q14）環境に関する情報をどのように入手していますか？ 

必要な情報を十分に得られていない 

71%（20 代は76%、60 歳以上は65%） 

（Q13）環境問題や環境活動に関して、必要な情報は得られていますか？ 

1.3 10.1 30.4 58.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて

定期的に利用している
知っているが

あまり利用していない

知らなかったが、

今後利用してみたい

知らなかったし、

今後も利用する予定はない

(%) 

45.4

14.4 

55.4

8.2

44.4

22.2

11.9
6.7

9.6 
12.4

9.5 
3.3

1.1 
8.3 

0 

20 

40 

60 

80 

世代別回答

新

聞

本

・

雑

誌

テ

レ

ビ

ラ

ジ

オ

国

や

県

、
横

浜

市

の

広

報

誌

・

パ

ン

フ

レ

ッ
ト

国

や

県

、
横

浜

市

な

ど

公

共

機

関

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

報

道

機

関

、
企

業

や

民

間

団

体

の

ホ
ー

ム

ペ
ー

ジ

メ
ー

ル

マ

ガ

ジ

ン

ブ

ロ

グ

や

ツ

イ

ッ
タ
ー

、

S

N

S

な

ど

の

ソ
ー

シ

ャ

ル

メ

デ

ィ
ア

家

族

や

友

人

・

知

人

地

域

活

動

・

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

活

動

を

通

じ

て

イ

ベ

ン

ト

・

セ

ミ

ナ
ー

そ

の

他

情

報

を

得

て

い

な

い

全体(n=1000) 45.4 14.4 55.4 8.2 44.4 22.2 11.9 6.7 9.6 12.4 9.5 3.3 1.1 8.3

２０－２９歳(n=149) 28.2 16.1 49.0 7.4 19.5 16.8 12.8 4.0 16.1 11.4 5.4 3.4 0.7 18.1

３０－３９歳(n=197) 37.1 19.8 59.4 6.6 34.5 20.8 12.7 7.1 14.7 12.7 5.1 4.1 1.5 9.6

４０－４９歳(n=207) 39.6 15.9 50.2 7.2 38.6 21.7 13.5 4.8 9.7 12.1 7.7 1.9 1.0 9.2

５０－５９歳(n=152) 59.2 12.5 56.6 6.6 48.7 21.7 9.9 5.3 6.6 8.6 9.9 3.9 1.3 4.6

６０歳以上(n=295) 56.6 9.8 59.0 11.2 65.4 26.4 10.8 9.8 4.4 14.9 15.6 3.4 1.0 3.7

● 「必要な情報を十分に得られていない」が71％。 

● 「テレビ」「新聞」「公共機関の広報誌・パンフレット」「ブログやツイッターなどのソー 

シャルメディア」など、手段によって世代ごとに特徴が見られる。 

● ツイッターの認知度はまだまだ。 

1.1 27.8 61.5 9.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

十分に得られている だいたい得られている あまり得られていない まったく得られていない



3 
 

地域の環境活動への参加について――――――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

46.2

20.4 

5.3
7.5

12.2

21.9

0.9 

22.8

5.5 

13.3

6.9

0 

20 

40 

60 

地域の環境活動に「参加している・参加したい」という回答が昨年度に引き続

き、７割程度となっており、環境活動に参加しやすい機会の創出、環境活動に関

する情報のさらなる発信が求められています。 

一方、「参加しない・参加できない」理由は、各世代で異なり、20 代は「必要

性を感じない」、30～50 代の働く世代は「時間・お金がない」、60 歳以上は「ど

こでどのような活動が行われているか、わからない」「参加の仕方がわからない」

が他の世代より多い傾向にあり、啓発活動の充実化や情報発信の仕方に工夫が必

要です。 

（Q９）地域の環境活動に参加したいと思いますか？ 

（Q12）地域の環境活動に参加しない、あるいは参加できない理由は？ 

参加している・参加したい 

70%（昨年度70％） 

3.6 25.0 6.4 23.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
参加している

参加したいと思うが、

参加できない
参加したことはあるが、

今はしていない
参加したいとは思わない

機会があれば参加したい 41.6

(%) 

● 「参加している、参加したい」が70％。 

● 「環境活動に参加しない、参加できない」理由の１位は、「参加するための時間がない」。

 各世代で参加できない理由に特徴が見られる。 

 

世代別回答

参

加

す

る

た
め

の

時

間
が

な

い

参

加

す

る

た
め

の

お

金
が

な

い

家

族

や

仲

間
の

協

力

が
得

ら

れ

な

い

環

境

問

題

の
現

状

が

分
か

ら

な

い

参

加

に

よ

る
効

果

が

実
感

で

き

な

い

面

倒

く

さ

い

自

分

ひ

と

り
く

ら

い

行
動

し

な

く

て

も
よ

い

ど

こ

で

ど

の
よ

う

な

活
動

が

行

わ

れ

て
い

る

か

、
わ

か

ら

な

い

参

加

の

仕

方
な

ど

相

談
で

き

る

窓

口

が
な

い

何

と

な

く

抵
抗

感

が

あ
る

必

要

性

を

感
じ

な

い

全体(n=548) 46.2 20.4 5.3 7.5 12.2 21.9 0.9 22.8 5.5 13.3 6.9

２０－２９歳(n=97) 41.2 16.5 2.1 4.1 10.3 27.8 1.0 16.5 3.1 15.5 14.4

３０－３９歳(n=112) 53.6 28.6 7.1 3.6 5.4 29.5 2.7 18.8 1.8 7.1 8.9

４０－４９歳(n=128) 50.8 23.4 5.5 8.6 10.2 20.3 - 17.2 3.9 16.4 7.0

５０－５９歳(n=74) 54.1 17.6 1.4 5.4 14.9 24.3 1.4 17.6 4.1 17.6 4.1
６０歳以上(n=137) 35.0 15.3 8.0 13.1 19.7 11.7 - 38.7 12.4 11.7 1.5
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温暖化対策について――――――――――――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

 

 

生物多様性について――――――――――――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭でのエネルギー使用量等を把握しながらCO2排出削減、省エネ行動を進め

る取組として、環境家計簿やホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）

があります。 

環境家計簿については、「知らなかったが、今後取り組みたい」という回答が約

４割と多く、入手及び活用方法をさらに周知していく必要があります。 

HEMS については、横浜市では「横浜スマートシティプロジェクト」において、

HEMS を使った実証実験を進めていますが、認知度は約2 割にとどまり、今後も

更なる情報の周知を図る必要があります。 

（Q18）「ホームエネルギーマネジメントシステム」を知っていますか？ 

生物多様性という言葉を「知っている」という回答が一昨年度より５割程度で

推移しています。また、生物多様性の危機を身近な問題として認識している回答

は昨年度に引き続き、約6 割となっています。 

生物多様性を守るために特に必要と思う横浜市の取組として、「生き物のすむ

川、水辺の整備」「外来生物への対策」「都市部の緑の創造」といった回答が昨年

度に引き続き、上位にあがりました。生物多様性の取組については、水辺の整備

や緑化の取組、地球温暖化対策など、他の分野との連携を図りながら取り組む必

要があります。 

（Q17）電気やガスなどの使用量を記録する「環境家計簿」を知っていますか？ 

6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

41.6 19.1 33.2

知らなかったが、

今後取り組みたい

知っており、

取り組んでいる
知っているが、

取り組んでいない

知らなかったし、

今後取り組むつもりもない

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

19.6 あまり知らない 37.0 まったく知らない 41.2

ある程度知っているよく知っている

● 環境家計簿について、「今後取り組みたい」が42％。 

● ホームエネルギーマネジメントシステム（HEMS）について、「あまり知らない、まったく

知らない」が78％。 
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40.9

64.1 

28.5
32.2

49.1

23.9 25.7 

12.0 
16.0 15.0 

20.4

0 

20 

40 

60 

80 

（Q19）生物多様性という言葉を知っていますか？ 

よく知っている・ある程度知っている 

47%（昨年度53％、一昨年度50％） 

（Q20）生物多様性の危機が問題として挙げられていますが、身近な問題だと思いますか？ 

身近な問題だと思う 

56%（昨年度61％） 

（Q21）「ｂプラン」における横浜市の取組のうち、特に必要だと思うものは？ 

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある程度知っている 37.9 あまり知らない 34.7 18.3

よく知っている
まったく知らない

18.3 4.3 21.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ある程度身近な問題だと思う 43.1

あまり身近な問題

とは思わない
全く身近な問題

とは思わない
とても身近な

問題だと思う

13.0

わからない

(%) 

世代別回答

都

市

部

の

緑

の

創

造

生

き

物

の

す

む

川

、
水

辺

の

整

備

開

発

を

規

制

す

る

制

度

の

充

実

土

地

の

購

入

や

契

約

な

ど

に

よ

る

、
残

さ

れ

た

自

然

環

境

の

保

全

外

来

生

物

へ

の

対

策

情

報

発

信

の

充

実

教

育

、
普

及

啓

発

の

充

実

行

事

・

イ

ベ

ン

ト

の

充

実

市

民

活

動

へ

の

支

援

の

充

実 市

民

・

企

業

と

の

協

働

生

物

多

様

性

に

配

慮

し

た

企

業

へ

の

支

援

（
助

成

や

減

税

な

ど

）

全体(n=1000) 40.9 64.1 28.5 32.2 49.1 23.9 25.7 12.0 16.0 15.0 20.4

２０－２９歳(n=149) 38.3 51.7 12.8 24.8 33.6 20.8 20.8 11.4 11.4 9.4 22.1

３０－３９歳(n=197) 37.6 59.4 19.3 21.8 43.7 19.8 26.4 12.7 10.7 15.7 19.3

４０－４９歳(n=207) 33.8 65.2 27.1 30.0 51.2 25.6 23.2 12.6 13.0 15.9 17.4

５０－５９歳(n=152) 44.1 73.0 33.6 34.2 51.3 21.7 27.0 11.2 15.8 18.4 20.4

６０歳以上(n=295) 47.8 68.1 41.0 43.4 58.0 28.1 28.8 11.9 24.1 14.9 22.4

● 生物多様性という言葉を「よく知っている、ある程度知っている」が47％。 

● 生物多様性の危機を「身近な問題だと思う」が56％。 

● 「ヨコハマｂプラン（生物多様性横浜行動計画）」を進める上で必要な取組は、昨年度に

引き続き、１位「生き物のすむ川、水辺の整備」、２位「外来生物への対策」。 
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水とみどりについて――――――――――――――――― 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「身近に緑を感じられる環境」及び「緑や水辺を増やす優先場所」として、い

ずれも公園、街路樹が上位にあがりました。 

横浜みどり税を市民が負担することについて、昨年度に引き続き、「負担が必

要・やむを得ない」という回答が約６割であり、ある程度の理解は示されていま

すが、市民の皆様が身近に感じやすい場所に緑を増やすための横浜みどり税の活

用が求められています。 

（Q22(左)）身近に緑を感じられる環境はありますか？ 

（Q24）市民の皆様に負担（横浜みどり税）をいただいていることについて、どうお考えですか？ 

負担は必要・やむを得ない 

60%（昨年度61％） 

16.9 20.4 3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

環境を良くするためには、負担はやむを得ない 50.8

負担する必要性は

感じられない
どちらともいえない

環境を良くするためには、

負担は必要である

8.9

その他

（Q25(右)）市の中心部に緑や水辺が多くないことについて優先的に必要なことは？ 

6.5

1.2

23.6

17.8
69.0 

29.1

47.7

15.2

16.1

45.3

0 20 40 60 80

あてはまるものはない

その他

森林

農地

公園

遊歩道

街路樹や生垣

公共施設や民間施設の

屋上庭園・屋上緑化、壁面緑化

学校の校庭や保育園、

幼稚園の園庭

自宅の庭やベランダ

6.6

33.6

19.7

47.5

35.7

50.3

0 20 40 60

緑や水辺を増やす必要は感じない

河川周辺や海辺を水に親しめる

空間として整備すべき

ビオトープなどにより緑や水辺に

親しめる空間を増やすべき

街路樹で緑を増やすべき

屋上や壁面の緑化などにより

緑を増やすべき

公園などのオープンスペースを

整備して緑や水辺を増やすべき

(%) 

(%) 

● 身近に緑を感じられる環境の１位は「公園」。２位は「街路樹や生垣」。 

市の中心部に緑や水辺を増やすための優先事項は、「公園などのオープンスペースを整 

備して緑や水辺を増やすべき」が１位。「街路樹で緑を増やすべき」が２位。 

● 環境を良くするため、「負担は必要、やむを得ない」が60％。 
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食と農について―――――――――――――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

横浜産の農産物の購入経験ありという回答が７割近くまで増加しました。 

横浜産の農産物を購入する理由としては、「新鮮な農産物を購入したい」という

回答が最も多くなっています。また、「地元の農家を応援したい」という回答が約

４割と地産地消を推す声も多く、市民の皆様が身近なところで地産地消を実感で

きる取組を進める必要があります。 

（Q27）横浜産の農産物を購入したことがありますか？ 

（Q28）農産物直売所やその他の場所で、横浜産の農産物を購入しようと思う理由は？ 

購入経験あり 

69%（昨年度64％） 

34.5 34.2 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

農産物直売所で

購入したことがある

農産物直売所以外の場所で

購入したことがある 購入したことはない
産地を確認していない

ので、わからない

16.5

60.8

40.2 37.1

26.2

38.9

8.8
1.9 

15.1

0 

20 

40 

60 

80 
(%) 

● 横浜産の農産物の「購入経験あり」が69％。 

● 横浜産の農産物の購入する理由の１位は、「新鮮な農産物を購入したい」。 

新

鮮

な

農

産

物

を

購

入

し

た

い お

い

し

い

農

産

物

を

購

入

し

た

い

農

産

物

を

安

く

購

入

し

た

い

生

産

者

の

顔

が

見

え

る

安

全

で

安

心

な

農

産

物

を

購

入

し

た

い

地

元

の

農

家

を

応

援

し

た

い

農

産

物

直

売

所

が

自

宅

の

近

く

に

あ

る

た

め

そ

の

他

購

入

し

た

こ

と

が

な

い
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市の環境関連施策の優先度について―――――――――― 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横浜市に優先的に取り組んで欲しい事項として、「公園や道路、河川沿いの緑の

保全・創出」「横浜らしい景観の保全」が、昨年度に引き続き、1 位、2 位を占め

ています。また、昨年度大幅に回答が増加した「省エネルギーや新エネルギーの

利用の取組」は今年度も引き続き、上位にあがっており、東日本大震災をきっか

けとした意識の変化が定着していることが伺えます。 

環境行政と災害対策との連携した取組については、「防災拠点（避難所）の自立

的電源確保のための再生可能エネルギーや蓄電池を利用した非常用電源の設置」

の回答が昨年度より大幅に増加しました。 

緑を中心とした横浜らしい景観を保全するとともに、省エネルギーの取組、新

エネルギーの利用促進によって、地球温暖化対策や災害時におけるエネルギーの

安定した需給対策など、持続可能な都市づくりが求められています。 

（Q31）今後、横浜市に優先的に取り組んでほしい事項は？ 

38.1
32.6 

29.4
27.7 25.6 24.3

17.8 17.1 14.8 14.3 12.7 11.8 10.9
6.6 6.1 5.3 2.9 2.0 
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40 

60 

(%)

今年度順位 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
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や
道
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川
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の
緑
の
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全
・
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出

横
浜
ら
し
い
景
観
の
保
全

ご
み
の
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル

（
３
Ｒ

の
推
進

）

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の

利
用
の
取
組

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の
取
組

ま
ち
の
美
化

郊
外
部
の
ま
と
ま

っ
た
緑
の
保
全

水
の
循
環
機
能
の
強
化

生
物
多
様
性
の
保
全

、
再
生

、
創
造

生
活
環
境
の
保
全

（
公
害
対
策

）

道
路
整
備
や
再
開
発
事
業
等
に
お
け

る
環
境
配
慮

情
報
の
周
知

電
気
自
動
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の
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及

農
地
の
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全

環
境
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環
境
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習
の
推
進

市
民

、
環
境
活
動
団
体

、
事
業
者
等

の
環
境
活
動
へ
の
支
援

、
協
働

技
術
開
発

、
調
査
研
究

環
境
配
慮
型
製
品
の
普
及

昨年度
（順位）

35.7%
（1）

30.8%
(2)

25.6%
(5)

28.9%
(3)

25.6%
(4)

23.7%
(6)

14.3%
(11)

20.6%
(7)

11.4%
(13)

14.8%
(9)

12.5%
(12)

15.9%
(8)

14.3%
(10)

9.8%
(14)

6.4%
(15)

4.4%
(16)

3.9%
(17)

1.4%
(18)

● 横浜市に優先的に取り組んで欲しい事項の１位は、昨年度に引き続き、「公園や道路、 

河川沿いの緑の保全・創出」。 
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※ハザードマップ…予測される災害（液状化、浸水、がけ崩れなど）の発生地点、被害の拡大範囲及び被害程度、 

さらには避難経路、避難場所などの情報を地図上に表したもの 

（Q32）東日本大震災後、環境行政においても災害対策との連携した取組の必要性が高まっていますが、

優先的に取り組むべきと思うことは？ 

(%) 
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能
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置
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水
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に
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浸

水
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策

（
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備

）

省

エ

ネ

や

節
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策
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物

（
し

尿
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み

）
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処
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環
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放

射
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結

果

の
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提
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他

昨年度

（順位）

67.7%
(1)

41.9%
(2)

37.2%
(3)

30.3%
(4)

24.5%
(5)

17.3%
(7)

13.0%
(9)

20.2%
(6)

16.1%
(8)

1.5%
(10)

● 必要と思う環境行政と災害対策との連携した取組の１位は、昨年度に引き続き、「ハザ 

ードマップの作成」。２位の「防災拠点（避難所）の自立的電源確保のための再生可能エ

ネルギー等を利用した非常用電源の設置」は昨年度より回答が大幅に増加。 


